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訪問看護における看護師及び患者情報記録管理システム

GPSシステムとRFIDシステムの統合に関する検討-
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1,　はじめに

中山間地の訪問看護における看護師の移動経路あるい
は看護実績の管理は看護師の負担軽減及び適切な介護報
酬算出において必要である.

これまで中山間地の訪問看護における携帯型GPSロガ
-やRFIDを用いた看護師の経路情報(移動経路及び患者
宅での滞在時間)を把握するための研究を行ってきた.ま
た,患者宅での看護内容を携帯電話及びRFIDを用いて記
録する看護記録システムが開発されている.しかし,これ
ら「つは独立したシステムとなっている.そのため利用者
(看蔑師)側からすると全体的な看護情報の客観的な把握

が困難であると考えられる.そこで,本稿ではGPSを用
いた経路情報収集システムとの統合方法を検討するため
に,看護記録システムの動作及び利用者に提供されるデー
タの表示方法を確認する.

2.方法
開発した看護記録ソフトウェア(協力BSNアイネット

(秩))を図1に示す.利用者は事前に患者情報を非接触
ICカーード　RFIDカードまたはトークン,以ドICカード)

に専用端末を用いて書き込み,患者宅-配布しておく(①).

利用者は各患者宅で訪問看護時に携帯電話内の専用ソフ
トウェアを起動し, ICカード情報を読み取る(②).この

際,読み取りを行った時刻が携帯電話内に保存される.看

護終了後に再度ICカード情報を読み取り終了時刻を取得
し,看護実績をソフトウェア上で入力する.全ての患者宅

-訪問後に記録した看護実績をセンター-送信する(③).
利用者はセンターからインターネット経由で看護実績を

自端末-取り込み,把握や管理を行うことができる(④).

③ 〔‡∋

またはト-ケン　　看艶師用軸未pc.

図1訪問看護記録システム

3.実験
新潟大学構内3カ所及び構外1カ所の計4カ所(図2

中①から④)を患者宅と仮定し,各建物の入口にICカー
ドを配置する.実験1として訪問時及び退出時に携帯電話

内の専用ソフトウェアを用いてICカード情報を読み込み,

時刻及び看護実績の記録動作を確認する.ここで各建物の
滞在時間は20分とする.また,実験2として携帯電話内

に保存された看護実績をセンター-送信した後,利用者が

端末pcからセンターに問い合わせることで必要な情報を
取り出せるか確認する.
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実験1では各建物の入口でICカード情報を携帯電話で
読み込むことにより時刻及び看護実績が正確に記録され
ることを確認した.実験2では携帯電話からセンター-逮
信した看護実績を利用者側の端末で表示できることを確
認した.実際に表示された画面を図3に示す.一例として,
看護師である担当者100が10月14 P 13時48分から14
時8分までの20分間,患者1に対して看護サービスを提
供したことが表示されている.

[② ,一一、,-「コ

図2　患者宅と仮定する建物
(①から④が訪問カ所を示す)

5.考察eまとめ
GPSを用いた経路情幸肘巴担システムとの統合を検討す

る準備段階として開発した看護記録ソフトウェアの動作

確認を行った.その結果,実験1, 2より利用者は携帯電

話を用いて容易に看護実績の記録や管理を行うことがで
きた.また,既存の携帯電話を用いることで安価にシステ

ムを実現できた.

従来GPSを用いたシステムでは患者宅での滞在時間を
衛星データから訪問及び退出を判別することで算出して

いた.そのため衛星の配置やGPSロガーの感度などの影

響により正確な算出が困難な勢合があった.今回はICカ
ードを併用し滞在時問を特定することでほぼ実時間で時

刻を記録することができた.これにより　GPSを用いたシ
ステムの欠点を補完することができる.

二つのシステムを統合する上で問題となる点は利用者

に提供するデータの管理及び表示方法である.ここではそ

れぞれ別々のデータベースに保存されている.そのため,
今後データベース間の関連付けもしくは共通のフォーマ

ットを持ったデータベースの構築を行う予定である.さら

に,利用者にとって扱いやすいシステムを実現するために
インターフェース部分の改良やデータ表示の表現方法な

どを検討する,

本研究の一部は,新潟大学災害復興科学センターの支援
によるものである.
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